
みやぎ認知症応援大使へ

活動依頼してみませんか？

認知症について
学んでみたい！

学校の授業や職
場の研修会に
おすすめ！

宮城県では、認知症の人本人が普及啓発活動等を行う「みやぎ認知症応援大
使」を設置し、認知症への関心と正しい理解を広める活動を実施しています。

みやぎ認知症応援大使の
皆さんです
※ プロフィールは裏面を
ご覧ください

★お申込み・お問合せはこちら

宮城県保健福祉部 長寿社会政策課 地域包括ケア推進班

電話 022-211-2552 （平日 8：30 ～ 17:15）

WEB 「みやぎ認知症応援大使」で検索

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/chouju/                              

ouentaishi/taishitopp.html

こんな活動ができます!!
・学校で認知症について学ぶ授業
・CSR（企業の社会的責任）活動に取組む企業等の研修会
・その他、認知症に関する行事 等



みやぎ認知症応援大使

安積 信政（あさか のぶまさ）
仙台市在住。７０代。
損害保険会社を退職後、専門学校に入学し、介護福祉士

の資格を取得。介護施設運営会社に勤務していた７３歳の
ときにアルツハイマー型認知症と診断される。
現在は、「本人・若年認知症のつどい『翼』」に参加し、

相談会や研修会等で講演を行っている。

遠藤 実（えんどう みのる）
栗原市在住。６０代。
小学校教諭として県内に勤務し、６０歳で校⾧退職した

２か月後にアルツハイマー型認知症と診断される。
現在は、地域のオレンジカフェや「若年性認知症の方と

家族のつどい『せせらぎの会』 」など当事者の集いに積極
的に参加している。

鈴木 正勝（すずき まさかつ）
仙台市在住。７０代。
不動産管理会社退職後、６６歳のときにアルツハイマー

型認知症と診断される。
現在は、認知症当事者が中心に運営する「おれんじドア」

や「仕合わせの会」に参加するほか、高齢者施設のボラン
ティア活動や働くデイサービスでの作業、認知症カフェの講
話会に参加している。

丹野 智文（たんの ともふみ）
仙台市在住。５０代。
自動車販売会社で営業の仕事をしていた３９歳のときにア

ルツハイマー型認知症と診断される。
現在は、同社に所属しつつ、認知症当事者として認知症の

啓発活動や当事者の方への支援活動を行っている。
令和２年に国の認知症本人大使「希望大使」に就任。
令和５年には自身の半生を描いた映画「オレンジ・ランプ」

が公開された。


